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Ⅰ．第2四半期累計決算概要及び
2019年3月期計画

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）2018年3月期において、第2四半期累計期間の業績予想値は公表していない。

（注２）当社保有の自己株式９４株を除く。

前第2
四半期累計

売上高（百万円）

営業利益（百万円）

経常利益（百万円）

当期純利益（百万円）

研究費（百万円）

総資産（百万円）

純資産（百万円）

発行済株式の総数（株）(注２)

1株あたり純資産額（円）

1株あたり当期純利益（円）

営業利益率（％）

自己資本比率（％）

（予想値）（注１） （実績）

対前年

同期比比

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

当第2四半期累計

９９％

－

－

－

１３７％

６８％

６０％

１００％

６０％

－

－

８６％
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Ⅰ-２ 業績推移
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百万円

362.8
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410.0

▲111.1 ▲125.0 ▲114.6

（売上高）

（営業利益）

▲96.0
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6.0

受託
88.3

診断
44.4
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

不採算製品の撤退、構造改革による体制の縮小による収益改善：約800万円/半期

減資にともなう税金費用の減少：約700万円/半期

 EGFR-NGS早期事業化、および次世代開発の投資加速による費用増：約1500万円/半期



項 目 前第２四半期累計 当第２四半期累計 前年比（%）

金 額 比 率 金 額 比 率

研究受託 ２０．５ ２１% １５．９ １７% ７６％

ＤＮＡチップ解析 ４１．３ ４３% ４４．６ ４７% １０８％

次世代ｼｰｸｴﾝｽ解析等 ２６．５ ２８% ２７．８ ２９% １０５％

研究受託事業計 ８８．３ ９２% ８８．３ ９４% １００％

診 断 事 業 計 ７．４ ８％ ６．０ ６％ ８１％

売 上 高 合 計 （注） ９５．７ １００％ ９４．３ １００％ ９９％
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Ⅰ-３．セグメント区分別売上高 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

研
究
受
託

（注）当社は、公的組織を顧客としており、事業の性質上、売上高が第４四半期に集中

【研究受託事業】
受託事業のメインであるＤＮＡチップ解析は前年比１０８％、次世代解析等は前年比１０５％

【診断事業】

前年比８１％で終了した。（ただし、大型案件の受注があり、受注高は前年比８３３％を達成。）

売上計上までにタイムラグがあるため、今期末及び来期に寄与
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Ⅰ-４．事業戦略 株式会社ＤＮＡチップ研究所

EGFR－NGSの事業化加速
 NGSの取り扱いに関するレギュレーションに関する取り決めへの対

応のため、当初予定していた今年中の薬事申請目標を、今年度中
の薬事申請目標に後ろ倒し。

 実験等々は順調に進んでおり、今年度の可能な限り早い段階での
申請を実現する。

研究受託事業のシェア拡大
 DNAチップ解析受託のトップシェア実現（量的な拡大）
 顧客にとって価値ある次世代シーケンスサービスのシェア拡大

次世代開発案件
 EGFR-NGSに続く、がんパネル診断サービス開発
 リウマチェックの先進医療化
 うつ病チェック、アルツハイマーチェックの技術開発加速

研究受託事業の高収益化

診断事業の立ち上げ
（がんDNAコンパニオン、
リウマチ、うつ診断

＋
黒字化と成長による
企業価値の向上
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Ⅱ．今後の研究開発について



◆核酸(ゲノムDNA, RNA)の測定技術・生物学的
な測定意義について豊富な知識と経験をもつ
◆臨床医師との豊富な共同研究実績がある
◆自社における独自の研究開発を行う

核酸(ゲノムDNA, RNA)を中心とするバイオマーカー研究

創造的革新で健康長寿社会へ貢献

Ⅱ-１．ＤＮＡチップ研究所の特徴

病気の診断や薬剤の効果予測
未病社会のための健康モニタリングサービスを提供
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株式会社ＤＮＡチップ研究所



y  =   f   (x)

Precision Medicine

Phenotype        Informatics    Biomarker
(Omics)

Precision Medicine方程式
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Ⅱ-２．バイオマーカーの重要性
株式会社ＤＮＡチップ研究所



RNA
チェック

関節リウマ
チ薬剤効
果予測 加齢

（免疫
年齢）

アルツ
ハイ
マー病

うつ病

神経

膠腫

肥満

疲労

大腸
癌

DNA

チェック

血中浮遊DNAの

体細胞変異の検出

（抗癌剤の薬剤応答
予測）

再生医療支援事業

aCGHによる

細胞の品質評価

Ⅱ-３．ＤＮＡチップ研究所の開発領域
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肺癌

ストレス
チェック

株式会社ＤＮＡチップ研究所



血中遊離DNAを用いた体細胞変異検出
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• Cell proliferation
• Inhibition of apoptosis
• Migration, Adhesion, Invasion
• Angiogenesis

P P

EGF, TGF-alpha, etc.

リン酸化

EGF receptor

シグナル伝達EGFR-TKI
薬剤

C C C C C C C C C C C

C C C C C C C C C C

Circulating 
cell-free DNA

がん細胞

血管

癌細胞の中の遺伝子変異の有無を、血
中のcell-free DNA を次世代シークエン
サーで解析することにより検出する
→ 侵襲的なバイオプシの必要がない

Ⅱ-４-①． EGFR-NGS チェック

※本サービスは、大阪国際がんセンターとの共同研究の成果に基づいています。

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅱ-４-②．EGFR-TKIに対するEGFR変異の効果

株式会社ＤＮＡチップ研究所
EGFR-NGS チェック



CTガイド下生検

（欧米では開胸手術で生検を行うことも多い）

気管支鏡

肺癌は他臓器より生検が難しい

転移再発例や頻回検査は不可能な
ケースが多い
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Ⅱ-４-③． 肺生検の難しさ

株式会社ＤＮＡチップ研究所
EGFR-NGS チェック



• 低侵襲

• 変異型に対する薬剤が存在

• モニタリング機能

–病勢モニタリング

–耐性変異

–薬剤効果
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Ⅱ-４-④．肺癌におけるリキッドバイオプシーの有用性

株式会社ＤＮＡチップ研究所
EGFR-NGS チェック



検体保存 核酸抽出 精製 前処理 検出工程

測定プロセス測定前プロセス（プレアナリシス）

参考文献

Kukita Y, Uchida J, Oba S, Nishino K, Kumagai T, Taniguchi K, Okuyama T, Imamura F, Kato K.
PLoS One. 2013 Nov 21;8(11):e81468.
Kukita Y, Matoba R, Uchida J, Hamakawa T, Doki Y, Imamura F, Kato K.
DNA Res. 2015 Aug;22(4):269-77.
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Ⅱ-４-⑤．EGFR変異測定工程

株式会社ＤＮＡチップ研究所
EGFR-NGS チェック
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Ⅱ-４-⑥．EGFR-NGSチェックサービス

株式会社ＤＮＡチップ研究所
EGFR-NGS チェック

薬事申請へ向けた活動に注力



Ⅱ-５-①．関節リウマチ生物学的製剤効果予測

血液中の遺伝子発現パターンによりどの薬
が効くか予測する → リウマチェック

患者数 新規患者数 男女比 発症年齢
生物学的製剤を用いた
治療した場合の、患者
一人当たりの負担費用

約70万人 約20,000人／年
約7割が
女性

30～60歳代
が中心

約40～60万円／年

【生物学的製剤の登場（2018年：8剤厚生労働省承認）】

優れ
た効
果

【課題】
効果に個人差

薬剤の単価が
高価

【解決策】
リウマチェックによる診断支援情報の提供
A) 医師のために⇒臨床現場で有効製剤の選択を

可能とするエビデンスベースの情報提供

B) 患者のために⇒個に最適な投薬を可能とするた
め、医療費削減とQOL の向上

※出典：「病院の実力」、読売新聞社

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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※慶應義塾大学医学部内科学教室リウマチ内科、および 埼玉医科大学総合医療センター
リウマチ・膠原病内科との共同研究の成果に基づいています。

概要

対象患者

関節リウマチ患者の、血液の遺伝子発現情報を用いて、生物学的製

剤投与前に、インフリキシマブ、トシリズマブ、アバタセプトの3剤の投与

半年後の効果を予測します

以下の条件を満たす関節リウマチ患者

● メトトレキサート (MTX) 治療により効果が認められなかった方

● 過去に生物学的製剤による治療を受けられたことがない方

特徴
●病態を”分子的”に捉えて、”客観的”に薬剤効果を予測

●作用機序の異なる”３つ”の薬剤に対する効果を”一度”に予測

19

Ⅱ-５-②．リウマチェック～多剤効果予測～

株式会社ＤＮＡチップ研究所関節リウマチ生物学的製剤効果予測
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Ⅱ-５-③．リウマチェック
３
～研究成果～

５薬剤効果予測（リウマチェック５）を開発中
先進医療化準備中

inflammasome genes 
B-cell-specifically expressed genes 
NK-cell-specifically expressed genes 

慶應義塾大学医学部にて前向き研究中

株式会社ＤＮＡチップ研究所関節リウマチ生物学的製剤効果予測

Arthritis Res Ther. 2016 Jul 19;18:159.
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2016年1月 Nature姉妹誌
国立精神・神経医療研究センターと共著

マイクロアレイを用いた網羅的遺伝子発現解析

複数遺伝子の相互作用のネットワークを見出した

シナップス伝達に関わる遺伝子群

qPCR検証実験

p = 0.00015 p = 0.00899

さらに臨床サンプルを収集、検証行う

未治療の気分障害患者でも調査、治療前後の
変動があれば、治療の判定方法としても確立
できる

Ⅱ-６-①．うつ病関連遺伝子発現マーカー

GeneA GeneB

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅱ-６-②．ストレス脆弱性マーカー

株式会社ＤＮＡチップ研究所

Journal of Psychiatric Research 48, 56-64, 2014.

2018年9月 Journal of Psychiatric Research誌
国立精神・神経医療研究センターと共著

うつ病関連遺伝子発現マーカー



Ⅱ-７．遺伝子発現によるアルツハイマー病の診断

【PCA Score図】

PCAによりアルツハイマー

病患者の血液遺伝子発現
パターンが分類できる

Drug

Donepesil 18 85.7% 0 0.0%

Galantamine 2 9.5% 0 0.0%

Memantine 10 47.6% 0 0.0%

Alzheimer Disease (AD)
N = 21

Cognitive Normal (CN)
N = 5

AVE±SD (MIN, MAX) AVE±SD (MIN, MAX)

Age [year] 73 ± 7 (60, 82) 76 ± 4 (71, 82)

Age at Onset [year] 67 ± 8 (49, 77) n/a n/a

MMSE [score] 18 ± 8 (1, 28) n/a n/a

Insulin [μIU/mL] 6.15 ± 3.62 (1.98, 17.30) 4.96 ± 2.79 (1.30, 8.11)

Total Protein [g/dL] 7.3 ± 0.4 (6.6, 8.1) 7.2 ± 0.3 (6.8, 7.6)

HDL-Cholesterol [mg/dL] 63 ± 20 (29, 103) 68 ± 12 (56, 83)

LDL-Choresterol [mg/dL] 118 ± 29 (63, 171) 125 ± 16 (105, 143)

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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2017           2018               2019                2020 2021                 2022                               

リウマチェック
先進医療
準備

先進医療化

Ⅱ-８．診断メニュのスケジュール

保険
適用

EGFR-NGS 
チェック

うつ病チェック
（ストレスチェック）

アルツハイマー病
チェック

保険
適用

研究開発
（検証）

研究開発
（マーカー開発、検証）

人間ドック
メニュ化

Ｒ
Ｎ
Ａ
チ
ェ
ッ
ク
総
合

診
断
支
援
サ
ー
ビ
ス

薬事申請

がんパネル
チェック

研究開発
（検証）

薬事申請
保険
適用

薬事申請

人間ドック
メニュ化薬事申請

薬事申請

株式会社ＤＮＡチップ研究所



Ⅱ-９．２０１８年度特許・論文発表状況
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ⅰ．関節リウマチ患者に対する抗IL-6受容体抗体治療の有効性予測方法
２０１８年６月登録 国立大学法人千葉大学、公益財団法人かずさDNA研究所と

共同取得

特許取得

ⅰ．腫瘍細胞で生じた突然変異を高精度に識別する方法
２０１８年７月 ＰＣＴ出願 地方独立行政法人 大阪府立病院機構と共同出願

特許出願

株式会社ＤＮＡチップ研究所

ⅰ．FGF23 modulates the effects of erythropoietin on gene expression in renal 
epithelial cells. Int J Nephrol Renovasc Dis. 2018 Apr 4;11:125-136

２０１８年４月 和歌山県立医科大学と共同発表

ⅱ．Integrated profiling of phenotype and blood transcriptome for stress 
vulnerability and depression. J Psychiatr Res. 2018 Sep;104:202-210

２０１８年９月 国立精神・神経医療研究センターと共同発表

論文発表



y  =   f   (x)
Phenotype        Informatics    Biomarker

(Omics)
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罹患リスク
評価

早期診断 診断
予後予測
悪性度診断

治療薬・治
療法選択

予防医療マーカー 個別化医療マーカー

健康 病気

Ⅱ-１０．Precision Medicine
株式会社ＤＮＡチップ研究所



27www.dna-chip.co.jp

ご清聴ありがとうございました


